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2006.06.09更新

徹子の部屋〔トークTXT〕を見よう！
これは１９９７年７月２２日（火）の１３：５５～１４：５０に放送された「徹子の部屋」で林原めぐみさん

が出演された時のトークをテキスト化したものです。

「徹子の部屋」への出演は本人が希望していたもので、また一つ野望を征服したことになりま

す。こころしてみましょう（笑）

なお、このテキスト化はたかのまもるさんの提供によるものです。たかのさん本当にありがとうご

ざいます。《表現(話すこと)資料用に補正採録しました。：萩原義雄記》

黒柳徹子:みなさまこんにちは。徹子の部屋でございます。

今日のお客様は、今大人気の声優さんでいらっしゃいます、ほんとに今、なりたい職業というの

は、声優という、ま、昔ですとテレビに出たいって方が多かったんですけど、いまなるたけテレビに

出ないで声を使って仕事をする、しかもそれがアニメの声をするということでもう今、人気第一位と

言われている声優さんのなかでも、特に新世紀エヴァンゲリオンと言うアニメの、ええと、綾波レイ

と言う役柄をやってらっしゃるんで、今大変な人気の方でいらっしゃるんですが、なんと、元看護

婦さんでいらしたそうです。

まあどうしたらこんな風なお仕事が出来る用になるんでしょう。

また、どうしたらこのお仕事を続けていく事が出来るでしょう。

いろんな声をやってらっしゃるので、あとで、いろいろそれをまたアニメも見せていただくんです

けども、また、ディスクジョッキーもやってらっしゃいまして、週に千通から、もうすごい数のお手紙

がみなさんから寄せられると言うことでございます。

そういう方たちともいろいろなお話をなさったり、それからCDも出してらっしゃるんです。この方

独自の歌も出してらっしゃいますし、まあ、そのなかに色々アニメのテーマソングとかあるんです

が、なんといってもチャートのですね、四位になって、CDがですね、そしてアルバムの方は三位に

なると言う大人気でございます。

本当にあたくしが声優としてテレビと同時に始めたときは、声優さんなんですか?ていう感じだっ

たんですけど、えーそれがいまや声優さんはみなさんがなりたい職業のナンバーワン。時代という

のは本当にわからないものでございますけれども、林原めぐみさん、今日のお客様です。

林原めぐみ:どうもよろしくお願いします。バンザーイ!!

徹 子:よろしくお願いします。うふふ。何ですか?

めぐみ:いや、この番組ですね、ずっと実は自分のやってるラジオで出たい出たいと2年ぐらい前か

らいってたんですよ。

徹 子:あぁ、そぉーですか。

めぐみ:いちおう主婦層に対するアピール度が薄いと言うことで結構ダメだったんですけど、やっと

出ることが出来ました。ありがとうございます。

徹 子:うふふ、まあ、どうもありがとうございます。

めぐみ:ほんと、お会いできてうれしいです。
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徹 子:で、また、ありがとうございます。また、綾波レイというエヴァンゲリオンの役はほんと人気の

ある、

めぐみ:あ、はい、そうですね、なん……そうですねぇまたちょっとそのエヴァンゲリオンという作品

自体が

普通のちょっと作品、アニメーションと言う作品とちょっと逸脱しているところがありまして、そのもち

ろん出てくる主人公、それぞれキャラクター、又ちょっと普通のアニメーションとは違っていて、さら

に変わったところで綾波レイちゃんというほとんど喋らないんですけども、どうにも神秘的な女の子

で、ええ、すごい人気のある子なんですけどね。

徹 子:今日のお召し物、突然、可愛いですけど、それはなんかお着物のようにみえますけど、

めぐみ:え、はい、そうですね、なんか、いちおう着物生地ですが洋服にしてみましたみたいな…

…

徹 子:ねぇ、ほんとにね、かわいい、かわいらしいお洋服なんですけど、

めぐみ:あ、洋服はね、………ありがとうございます。

徹 子:で、あなたのやってらっしゃる、声のなかで、もちろんそのエヴァンゲリオンの綾波レイもそ

うなんですが、キティーちゃんのキティー……

めぐみ:あ、そうですね、

徹 子:ね、キティーちゃんの声、

めぐみ:ハローキティーちゃん、今またブームになってるんですけど、

徹 子:そうですってね、今みんなねー、女の子たち大変ですよね、

めぐみ:プリント倶楽部って写真のありますよね、あそこで、ねぇねぇプリクラやってかない?とかいう

声とか

徹 子:んー、

めぐみ:あと、ピューロランドの多摩の方に遊園地があるんですけど、そこで、キティーちゃんのミュ

ージカルをやったりとか、そういうのの声、

徹 子:声をやってらっしゃる、……

めぐみ:ええ、

徹 子:それから、天才、平成天才バカボンのバカボンの声、これまた突然ですよね、

めぐみ:はは、そうですね、で、バカボンというと、すごい昔からやってるように思われちゃうんです

け

ど、いちおう、リバイバルの方のバカボンなんですが、平成がつく……ですね。

徹 子:あ、なるほどね、それから七つの海のチコの七海、

めぐみ:ティコの七海、っていう、

徹 子:ティコの七海という、役をやってらっしゃる、

めぐみ:………ですね。

徹 子:では、ちょっとね、せっかくですので、フィルムを拝見で……拝借できましたのでですね、

新世紀エヴァンゲリオンの綾波レイの声と、それから、ええと、スレイヤーズのリナ=インバースの声

とエルマーの冒険の。

めぐみ:あー、うんうん、

徹 子:あなたがやってらっしゃる恐竜、

めぐみ:そうなんです。
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徹 子:あれは恐竜なんですね、

めぐみ:恐竜なんです。

徹 子:でもかわいいこう、横縞の

めぐみ:そうですね

徹 子:これは、夏に公開されるというみなさんが待ってる、きっと、アニメだと思うんですけども、そ

れぞれの声をやってらして、いまこれからお目にかけるのはこの夏休みのじゃないのも入ってるん

だそうですけど、とにかく、そのキャラクターであることには間違いないんで、それではまず最初に

ええと、いわゆるみんなが大好きな綾波レイの声が出るエヴァンゲリオンから拝見したいと思いま

すが、この方の声をお聞き下さい。

めぐみ:ヒヒヒ!エヴァが始まる

めぐみ:青い髪の毛ですね。

徹 子:あ、青い髪の毛があなた。

徹 子:この子があなたね。

めぐみ:そうですね。次にスレイヤーズが始まる。

めぐみ:これは、去年の劇場版の、

徹 子:で、あなたこれのなかでどれですか?

めぐみ:茶色い髪の毛、

徹 子:茶色い髪の毛、一番左側。

めぐみ:ハチャメチャな女の子なんですけども。

徹 子:全然声違いますね。

めぐみ:あはは、そうです………

徹 子:綾波レイさんとは。

めぐみ:ええ、レイちゃんはとにかく無感情にっていう監督からのご指示だったので、

徹 子:これがそう?

めぐみ:そうです。

めぐみ:定番な………

《エルマーが始まる》

めぐみ:これがエルマー、

めぐみ:これはゆーきちゃんの声、ゆーきさんの声、

徹 子:TRFのゆーきさん、今の声、これね。

めぐみ:ええ、この男の子の。この青い竜です。

徹 子:これがあなた。

めぐみ:ええ。

《エルマー終わる》

徹 子:今の、エルマーの冒険、そうして拝見してると、あなたいろんな声をお出しになるのね。

めぐみ:ええ、そうですかね。

徹 子:ええ、最初の綾波レイはほんとになんか監督さんが?

めぐみ:そうなん、ほんとに無感情に、あのー、無機質に、それで、心に何もないわけではないんだ

けれも、その表現の仕方を知らない子だという、だから技術的なこと言えば、棒読みになってること

なんですけど、その棒読みのなかに何かしらある子です。ということで、すごい難しい役でした。
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徹 子:でも、相手やってるひとも上手でしたね。

めぐみ:ええ。

徹 子:男の子。

めぐみ:ええ。

徹 子:そうですね、でもこれ、あの外国のいわゆるアテレコって言うんですか、外国人のやってら

っしゃる役を人間がやってる場合には向こうの声が、入ってるわけだから、耳で聞いて、日本語を

それに当てるわけなんだけど、これの場合は元々声がないわけだから、

めぐみ:そうですね。絵を見て、こんなイメージって言う、あのー、ボリスを最初その、竜を見たとき

には体が大きいんで、ちょっと野太い声になりそうなところだったんですけど自分のなかでは、や

っぱり監督さんの方からボリスはあくまで、体はおおきいんですけど、すごい子どもですから、って

いうことで、あ、そうだよな、ってエルマーとほとんど年も変わらない気持ちでやって下さいって…

…

徹 子:でも、こういうオーディション、あのオーディション、アニメのものは今でも何の役をおやりに

なるのもだいたいオーディションなんですって?

めぐみ:そうなんです。あのー、指名で来る場合もあるんですけれども、この役をお願いしますっ

て、でも、大概大きなものになると、あの、設定資料っていうのと、だいたいこう右側とか、正面と

か、全身とかの書いてある紙と、

徹 子:アニメの、

めぐみ:そうですね。キャラクターの顔と、あと、設定資料って、こう性格付けみたいな、それをいち

おう、オーディション、して、ます。

徹 子:ああ、そう。でまあ、合うかどうかって言うことを………

めぐみ:そうですね。

徹 子:そりゃそうですよね。上手か下手か、っていうことよりも、その声が、キャラクターに合うかど

うか、ということで決まる……

めぐみ:周りのみなさんとのバランスとか、やっぱり、うけるかたはベテランから、新人から、うまい人

ばっかりなんで、この、こう全体のバランスを見られるようです。

徹 子:でも、あなたもともと看護婦さんをしていらした、で、看護学校にもいらっしゃった、わけで

すよね。

めぐみ:ああ、はい、そうですね。

徹 子:で、看護婦さんをやろうとおもってらしたんですけど、その看護婦さんやってらして、このア

ニメの声やる人になろうというのはどういうことから?

めぐみ:で、一番最初は、あの、さらば宇宙戦艦ヤマトって言う、宇宙戦艦ヤマトって言うアニメー

ションが、小学校五年生のときに、担任の先生につれってってもらったんです。

徹 子:ええ。

めぐみ:で、みんなが、こう見に行きたい人……で、そんときにそれまではアニメのキャラってアニメ

が喋ってると思ってたんですね。

徹 子:あははは、その人がね。

めぐみ:ええ、人間がいるとは思っていなかったんですけど、そのころにちょうど声優さんブームみ

たいなものがあって、裏に人がいたんだ、っていうのにすごくびっくりして、で、ちょうどそのアニメ

もあの、主人公が死んでしまうんですよ。
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徹 子:ほうほう。

めぐみ:なんかアニメって死なない感じがするじゃないですか。

徹 子:うんうん。

めぐみ:またこうやられてまた戻って来るみたいな、でも、死んでしまうと言う、っていう、その二つの

衝撃で、まあ、そういうものに興味を持って、ただまあ、ふつうに、あのー、生活をそのまま、そりゃ

まあ、お嫁さんになりたーい、とか、スチュワーデスさんになりたーいとかいう感覚と変わらずに声

優さんになりたいって、まあ、おぼろげに思って、で、いざ、ほんとになろうかなっと思ったのが、ち

ょうど受験期の時に、あの、看護学校の受験期なんですけど、

徹 子:ええ、もうそのころは、看護婦さんになってからお決めになったんじゃなくて、看護婦さん

になろうと思うときにすでに、

めぐみ:そうなんです。で、ちょうどその受付のお姉さんがすごい態度が良くなかったんですよ。

徹 子:どっちの?

めぐみ:あの、願書を出しにいった看護学校の、

徹 子:看護学校が。

めぐみ:あ、ごめんなさい、看護学校の、あの願書の人がすごい冷たくてムカッとして、で、もうその

とき、ちょうど受験勉強中だったんで、読みたい漫画とか、全部こう、読まないようにしてたんです

けど、ええぃ、漫画読んでやる、と思って、入った本屋さんで、偶然、あの、事務所の、無料育成オ

ーディション、ていう告知を見つけてしまって、

徹 子:声優の。

めぐみ:ええ、で、もう怒りの状態で、そのままガーッて帰って、ガーッとテープ入れて、送っちゃっ

て、そしたら一次審査通ってしまいまして、で、だから、看護学校と、養成所とこう平行している状

態だったんですね。

徹 子:で、その受付の人がとても感じ悪かったんだけど、いちおうそこにあれは出したんですか?

めぐみ:ええ、出しました。落ちましたけど。アハハ。 その学校は。

徹 子:その学校は落ちた、ええ、でも、そこでめげずに、あの、その、養成はしてあげるってほう

には、声優のほうは入ったのに、やっぱり看護学校は続けて、

めぐみ:ええ、そうですね。あのー、なんだろな。なりたいからといってなれるっていう職業でもない

と思うんですね。声優さん。やっぱりその学校も今ものすごいたくさんあるみたいなんですけど、

徹 子:あそう。

めぐみ:その学校いったから、なれるわけじゃないと思いますし、まあ、わかりやすい例で言うと、た

とえば、あむろなみえちゃんのダンススクールいった人が、みんなあむろちゃんにはなれない、っ

ていう、形で、とにかく学校も多いんですけど、まあ、現実なれるかどうかもまだわからない、ただ養

成所に入れた段階なので、学校は学校でいきました。

徹 子:で、看護学校、違う学校は受かったんですね、

めぐみ:受かりまして、いちおう、ええ。

徹 子:それで看護婦さんには、

めぐみ:で、いちおう、国家免許を取って、えー、その、卒業する時点で、自分はどっちを本当にや

りたいんだろう、て考えたときに、あのー、やっぱり、声優をやりたい……

徹 子:で、声優のほうの、まあ、養成所は、

めぐみ:養成所は、ずっと行きながら、あの、でー、アルバイト、看護婦のアルバイトをしながら、ま
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あ、大病院に入ってしまうと、夜勤とか、それはちょっと難しいので、医院で薬出しとか、お注射と

か、そういうののアルバイトをしながら、声優さんの方の事務所に入った、って感じですね。

徹 子:あぁそう、でも実際看護婦さんの方の、いわゆる病人の人達の所にいらしたりとか、そうい

うことはやっぱり、実習見たいのはあるんですか?

めぐみ:あ、えーと、そうですね、あの看護学校ってたぶん今でもそうだと思うんですけど、三年い

ちおう課程があって、あのー、一、二年が机上、つくえ上の勉強で、まあ、二年の半分くらいから

三年生まるまる一年間があの、臨床で、こう患者さんと一緒に、っていう、

徹 子:で、それをおやりになった、

めぐみ:はい、

徹 子:えー、

めぐみ:あちこち、外科についたり、内科に一ヶ月いたり、精神科に一ヶ月いたり、心臓外科に一ヶ

月いたりって、全部だいたいまわる、一年で、

徹 子:もちろんあの、看護婦さんの格好して、

めぐみ:そうですね、学生ですけど、学生の格好して、

徹 子:で、いかがでした、その病人の方達と接して、

めぐみ:んー、なんて言うか、あのすごく、んー、小さな赤ちゃんの手術とかも実は立ち会ったりとか

したんですよ、でね、すごく自分が、感じたことって言うのが、すごく医学からかけ離れている所な

んですけど、ああ、みんな同じなんだな、っていう、ようするに、その良い人も悪い人もお金持ち

も、あの、そうじゃない人も、もう、全部開いちゃうと、同じなんだなー、っていう、幸せな人も、幸せ

だって思っている人も、不幸だって思っている人も、ああ、みんな同じなんだ、って、だから、同じ

ななかで、いろいろその、あるんだなって、すごくなんか、技術的なこと、医学的なことより、精神的

なことをすごく……

徹 子:ああそう、でもそれにしても看護婦さんの仕事って言うのは大変そうですよね。

めぐみ:そうですね、うーん。なんか、あの、ちっちゃな子どもがものすごくさとってたり、もう大病

院、大病院じゃない、大会社の社長さんのような人が、めちゃめちゃ子どもだったり、

徹 子:そうね、だから看護婦さんはもちろん、そういう治療とかいろんなことにも詳しいんだけど、

もう精神科医に近いくらいみんなの患者さんの気持ちがわかんないとなかなかできないところがあ

るでしょ、

めぐみ:そうですねぇ、もう意固地になって薬を飲まない人とか、

徹 子:でもそういう人にも優しく接して、とにかく飲んでもらうようにって、もってかなきゃいけない

わけでしょう。

めぐみ:ううん、そうですね、なんか、人によって、あの、冷たく接する方が、あの、飲む人もいれば、

逆にやさしく接しないと飲まない人もいれば、ほんと人それぞれなんですけど、

徹 子:そうでしょう、そうでしょうね。あんまりやさしくするともう意固地になっちゃう人もいるでしょう

から、それをもう見極めるって言うことではね、かなりねベテランになる方ほんとそういうことおわか

りだと思うけど、なかなか大変だろう思いますよね。

めぐみ:難しいですけどねぇ、そうですね。

徹 子:それからあと、夜通し起きてね、人間の命預かっているんですものね。看護婦さんって。

めぐみ:実際今の病院は一人の看護婦さんが十人単位の人を見たりしてますから、ただ、学生は

一対一なんですよ。一人患者さんを受け持たせてもらって、で、その方とコミュニケーションをしな
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がらっていう形なんで、ああ、やっぱり、人、一対一じゃないと難しい事もいっぱいあるなぁっていう

………

徹 子:一対一の場合はどうでした?あなたはなってみて。

めぐみ:うーん、難しいところもありますし、やっぱり割く時間が多ければ多いほど、心を開いてくれ

るきっかけをつかみやすいっていうか、

徹 子:そうですよね、わたしの友達もかなり病気が悪いときにそういってましたよね、看護婦さん

になんか相談しようと思っても、だってみんなものすごく忙しそうなんだもん、っていうの。で、お医

者様はもっと忙しそうだし、結局、誰にも相談すること出来ないんだ、って割と若い人でしたけど、

そういってましたよね。

めぐみ:ううん。

徹 子:だから、もうちょっと、患者さんの気持ちを引いてあげる役目の人がね、居たらいいのに、

ってすごく思いましたけど、

めぐみ:そうですね。カウンセリングみたいな形で人をつけたら一番いいんでしょうけどねぇ。

徹 子:私そう思います。それはほんとにもう治療と同時に行うべきものだって、思いますよね。ま

あ、そういうのしてらしてたんですけど、そこで、決めて、もうこれで声優のほうへ行こうと。

めぐみ:ええ、そうですね。

徹 子:で、それから何年位なんですか?いま。

めぐみ:ええと、養成所に入ったのがずいぶん前、まあ、十二年目くらいですか、十一年目、

徹 子:あほんと、じゃあ、プロにおなりになって、十年、

めぐみ:十年、もう、まるまる、いってますね。

徹 子:ずいぶんたくさん役をおやりになったでしょう。

めぐみ:ええ、そうですねぇ。小さな役から、あの、大きな役から、いろいろ、

徹 子:ねえ、まあ、元々のお声はお話ししていらっしゃるようなお声だと思うんですけど、さっきち

ょっと、おっしゃってらした、CDもお出しになって、これ新曲なんだそうですけども、あのー、声はこ

ういうお声だということでまあさっきのでずいぶんみなさんおわかりになったと思うし、ファンはね、

もちろんおわかりだと思いますけど、映画スレイヤーズの主題歌を歌ってらっしゃる所をちょっと聞

かせていただくというので、

めぐみ:おおぅ、ありがとうございます。

《ここでReflectionが流れる》

徹 子:今、こういうのテーマソング……

めぐみ:はい、ガンガンガンっていうんじゃないんですよね。

徹 子:でも、ちょうどベストテンのころの歌のような感じがするんですけど、

めぐみ:ああー、そうですか、

徹 子:まあ、感じとしてね、

めぐみ:これは、作詞もやらせていただいて、

徹 子:ああ、そうなんですか、

めぐみ:ええ、スレイヤーズって言うのが実は今年で三年目、なんですよ、三作目の劇場で、テレ

ビアニメも三作目で、で、ずっとその、さっきちょっと流れましたけど、リナ=インバース、ていう、そ

のちょっとハチャメチャな女の子なんですけど、の、目線で書いた、歌なんです。

徹 子:ああ、いまのスレイヤーズの。なかの女の子ですね、リナ=インバースって。ああ、そうなん
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ですか。

めぐみ:ええ。

徹 子:でもこういうCDをお出しになるとそれがチャートの三位になっちゃうって言うのは、ほんと

にみんながこういうことに関心をもってらっしゃるっていうことですよね。

めぐみ:そうですね。まあ、びっくりって言う感じですけど。まさか、チャートに入るとは。っていう気

持ちですけどね。

徹 子:そうですね。さあ、いったいどういう方が、声優さんになれるんですか、声優さんになりたい

って思ってらっしゃる方、いっぱいいらっしゃると思うんで、あなたが体験のなかから……じゃあ、

ちょっと、コマーシャルはさみまして………

めぐみ:はい。

《-----CM-----01》

徹 子:さて、ほんとに、若い人達がなりたい職業のナンバーワンが今、声優さんだということなん

ですけど、ねえ、声優さんになるためのアドバイスというのを、みんなまあ、夏休みでご覧になって

いる方もあると思うんですけど、

めぐみ:困っちゃいます………そうですねぇ、いまあのほんとうにたくさんの養成所があるみたい

で、なかにはそれこそ危ないぞと、いうような、養成所もずいぶんあるみたいなんで、まあ、危ない

ぞと言うのは、ようするに、月謝だけ取って、たとえばその、オーディションテープを作りますから、

あのいくらです、とか、

徹 子:お金を取る……うんうん、

めぐみ:それこそ四十万ですよとか、そんなテープに四十万はないだろう。っていうような所とか、

でも、なりたいなりたいなりたいって言う子は、テープを作ってもらえるなら、って思ってしまうよう

で、で、そういうのにこうあやかってしまってるちょっと危険な、ところもずいぶんあるみたいなんで、

まずそういうのを見極める目って言うのをどうしたらいいのかって難しいんですけど、じゃ、実際そ

この養成所から誰がでてるだろうとか、どういう人が先生なんだろうとか、で、びっくりしてしまった

のが、その、わたしの、よくしっているディレクターさんがですね、まあ、ある場所で、もしよかったら

うちが養成所を作るんで、覗いてもらえませんか、っていって、ああ、時間がありましたらいいです

よ。って、まあ、結構いろんな番組をやってらっしゃる結構偉い方なんですが、まあ時間がありまし

たら、っていう一言を言ったら、なになに番組のなになにディレクターが、監修。みたいな、風にか

かれちゃったりとか、

徹 子:うーん、なるほど、だからそれを見極めるっていってもね、そういう風に書いてあるとわかん

ないですよね。

めぐみ:難しいんですけど、実際どういう人が出てきてるかな、っていうのとか、

徹 子:あなた、さっきおっしゃいましたよね、無料だった、って。養成するのが。

めぐみ:ええ、そうですね。ええ、あのそれは、うちの事務所の養成所なんですけども、無料の所

も、無料って言うか、オーディションに受かった人は無料で、そうじゃない人達は、まあ月謝を取っ

てやってたりするんですけど、

徹 子:でもまあ、そういうところ良心的かどうかを見極めるってこともあるかもしれませんねえ。

めぐみ:そうですねぇ。で、あと、あの自分、これは一概にはいえないんですけど、自分でなりたい

時にね、あの、ほんとになりたいのかな、っていう、当然ですけど、やっぱりたとえば受験勉強がす

ごくいやで、なんかそっちの世界は甘そうだと思って、なんかわたしはこんなことやってるより、声
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優になりたいんだ、私は声優になりたいんだって自己暗示にかけちゃって、なりたいのか、私はい

ちおうやっぱおやも反対したんですよ。当然大反対だったんですけど、一つ約束で、まあ、さっき

看護婦を卒業したって言いましたけど、自分の意志だけじゃなくて、もちろん自分の意志もあった

んだけど、とにかく学校は卒業しなさい、

徹 子:看護学校ね。

めぐみ:看護学校、卒業しなさい……で、免許も取りなさい、それからやりたいんだったら考えなさ

い、学生の間は一応親の領分だから、うん、あのぅ、ということで、まあ、親との契約というか、約束

というか、親を説得するのもただ、なりたいの、お母さん、なりたいの、お父さん、じゃなくて、あのぅ

これからたくさんの人達をもしかしたら説得して行かなきゃいけない仕事に就くわけだから、自分

の親をまず、まぁ説得すること……

徹 子:なるほどねえ、それが自分が本当にやりたいかどうか、どんな犠牲を払ってでもやりたい

のかということをまず……

めぐみ:そうですねぇ、で、質問のお便りで、あのぅ、あんまりご飯が食べられない、です、らしいん

ですけど、ほんとですか?とか、

徹 子:あぁ、収入が、

めぐみ:収入が、とかね。でも、そういう気になるのも無理ないんですけど、もちろん声優さんだって

いろんな人がいるし、役者さんだって、歌手だっていろんな人がいますから、いきなりそんなたべ

れるっていうのはどの程度のことをいっているのかなぁ、っていうと、バイトしながら一生懸命やって

る人もいますし、だから、食べたい、安定したいなら、絶対こんなとこには来ない方がいいと思う

し、

徹 子:なるほどね。うーん。

めぐみ:ほんと芝居がやりたいとか、声の仕事がしたいとか、そのしたいwantの部分が自分のなか

にどれくらいなんだろう、っていうのをまず、冷静に、落ち着いて、

徹 子:一時の情熱じゃなくてね、

めぐみ:うーん。考えてみて、で、ご両親と話すのもよし、お友達と話すのもよし、で、実際たとえば

そのいざ動くと決めたらそういう養成所みたいなものもあるんですけど、養成所だって百人いたら

百人なりたい人ばっかりなんで、そんなかで、じゃあどうしたら残れるの、っていったら、今までの

自分の生活をちゃんと大事にしてきてないと、うん、いままで泣く演技だって、笑う演技だってほん

とおなか抱えて笑ったことがあるとか、ほんと悔しい思いをして泣いた事がある人の言葉って、や

っぱり声だけでも説得力違って来ると思うんで、そういう部分、を大事にする事かなぁ。っていう…

…

徹 子:うーん、たしかにあの、うまくいけばあなたのようにいろんな役をすることが出来るけど、ほ

んとにはっきり言って、ごく、数少ないですよね。そういう役に当たって、アニメに出られると言うこと

は。そりゃまあ、あのぅ、なんでしょ、出来ないことはないでしょうし、夢を持ってやってみることはい

いことですけどもね。

めぐみ:そうかもしれないねぇ……うーん……でもやっぱり、あのぅ、夢っていう言葉ってすごく今な

んか、うーん、いいイメージも悪いイメージもあるような感じがするんですけど、その、何かなりたい

もの、やりたいことがあったときに、あのぅ、何にもしないであきらめないで、いいと思うんですよ。

徹 子:ええ。

めぐみ:よく、ラジオとかやってて、どうせあんたには無理よ、って言う先生や親に言われちゃうらし
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んですよね、それが声優って事じゃなくても、勉強でも何でも、クラブでも。で、やってもみないうち

からなんでそういう事を上の人が言うんだろう、っておもうんだけど、その、あの、なんかやりたいこ

とがあってむかってく途中で、あ、ダメかも、って思ったときに新しい道が出来るので、ここにずぅっ

といたら、なにも見えないけど、目指したから、違う道が見えたり、ここにはもしかしたら行かないか

もしれないけど、なんか歩いたら先には絶対なんかあると思うので、いきなり頭ごなしにやっても無

駄とか、できっこないとか、

徹 子:そりゃまあ、だいたい大人が言いそうな感じですよねぇ。

めぐみ:もったいないと思うんですよねぇ。

徹 子:でもやってみようって思うことはいいんだけど、さっきあなたがおっしゃったようにほんとに

自分でやりたいから、やらないやりたくないのか、見極めないとあとで何かがあった時に、自分で

責任とれないんですよね。

めぐみ:そうですね。だから、あのぅ、もちろん、親兄弟、あの、その、周りの人を説得することもなん

だけど、ちゃんと自分を説得するっていうか、そういうことが、大事かなぁっていう。

徹 子:なるほどねぇ。言いわけしたりなんだりとかあとでしないですむように、自分で責任もってや

る……

めぐみ:その意味ではやっぱり、あの、中学・高校、あのぅ、すぐとかじゃなくても、十分自分でじっく

り考える時間があっていいと思うんで、

徹 子:そりゃそうですよね。あなた看護学校お入りになって、それでお出になってから、ということ

ですからね。始まったのもそんなに、

めぐみ:そうですね。二十一とか、二とかぐらいからヨチヨチ歩きを始めて……そうですね。

徹 子:そうですね。だけどみなさんなりたいってことすごくわかる気もするんですよね。

めぐみ:そうですねー。

徹 子:だってほんと自分の出来ないことが、画面で出来たり、声だけでね、いろんな事出来るん

ですもの、そりゃ確かにこれだけ画面のいろんなものが発達してくると逆に声だけって言うのが

ね、いいって言うのもわかる気がしますけれども。

めぐみ:ううん。

《-----CM----02》

徹 子:この声優ブームについてですけども、あの銀河鉄道999やってらっしゃる野沢雅子さん、

ここへ来ておっしゃってたことなんですけど、私は顔が悪いから声優になりたいんです、なんてい

うひともいるんだけども、やっぱりね、そういう考えだとね、ちょっと違いますっておっしゃってたん

だけれども……

めぐみ:あははは、そうなんだ。うん。

徹 子:さて、あの、まあ、みなさんに今、どういう方が、まあ、ね、なれるかって言うか、まあアドバ

イスだったんですけど、今度はいかに大変かっていうお話ちょっとしていただきますけど、ずいぶ

ん今日になるまでに、いわゆる通行人って言いますか、ガヤガヤ………

めぐみ:そうですね、あの一番初めの、あの、声をやった仕事の初めての、めぞん一刻っていうア

ニメーションだったんですけど、その第一話で、何だあの犬、っていう台詞だったんですよね、

徹 子:でも、あったんですね台詞が。

めぐみ:ええ、幼稚園児B、ワァーッ、何だあの犬、それだけなんですけど、もう幼稚園児がいっぱ

いいるからどれがどれだかわからずにまあ、大変だったんですが、そういうあのう、少年AとかBと
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か、そういうのをずっとめぞんという番組で、やらせて、女子高生Aとか、やらせていただいて、で、

あのぅ、そうですね、まあ、それを経て、オーディション受けて、あと、おそ松くんって、あのぅ、これ

もリバイバルなんですけど、ありまして、とど松って言うのを、やった、全部同じ顔なんでどれに当

てていいか全然わかんないで、大変だったんですが、

徹 子:そうですね……声出すときにねぇ前に声がはいってないでどの人の所に入れるのか、

めぐみ:口が開いたら自分だと思えっていう感じで、ボタンの色でもかえといてくれればよかったん

ですけど、全部同じ顔だったんで、

徹 子:そうですねぇ、いっぱいいるから、

めぐみ:ほとんどとど松くんは台詞無いんですけど、とおさーんとか、かあさーんとか、そんなのしか

ないんですけど、そういうのをやったりとか、してましたねぇ。

徹 子:やっぱりそのいわゆるまあ、普通の俳優さんで言えば通行人、っていいますかね、その他

大勢っていいますかね、

めぐみ:そうです。

徹 子:あたしもNHK入ったときに、まず最初は一年間はラジオの場合はガヤガヤだぞって言わ

れたんですよね……どうしたんですか、どうしたんですか、って、そんなね、ガヤガヤガヤガヤ…

…もうほんとにあの、邪魔にならない程度にね、いるかいるかわかんないけど、雰囲気を盛り上げ

るっていうね………ガヤガヤ、ガヤガヤ……とかね、そういうんで、目立っちゃいけないって、私い

つもおろされてたんですね、声が目立っちゃう……

めぐみ:目立っちゃうんですね、アハハハハ………

徹 子:あとで、声が目立つと、どうしたんですか、なんて言うと、あのぅ、あとでその人が出て来る

だろうってラジオの場合思うわけじゃない、何も出てこないっていうのだと邪魔なんでね、

めぐみ:おろされちゃって………

徹 子:そう私おろされちゃって、ずっとみんなよりも、初めは後ろの方でやらされて、みんながそ

こでやってるのにね、3メートル4メートル後ろの方で、どうしたんですかって言うと、あ、お嬢さん、

もうちょっと後ろいって、なんて言って、しまいにはドアのところでね、どうしたんですか、ってやっ

て、あ、うちへ帰っていいや、っておろされてたんですけど、

めぐみ:アハハハハ………うちへ帰っていいや………あぁ、おかしい。

徹 子:まあ、そういった下ずみがありまして、ちょうど私なんかラジオ入ったら、『君の名は』ってい

うのがありましてね、あんときもうずぅーっともうガヤガヤガヤガヤやったんですよ、でもガヤガヤでも

あれはしょっちゅうすれ違うんでね、地方へ行って、あの、主役のまちこさんが、どっかいって、今、

博多にいたと思うと、今度尾道にいるって言うことになると、そこの人達になって、毎回方言を、

めぐみ:博多弁とか、

徹 子:大変です、博多弁が、だからそれが、しかも目立っちゃうといけないわけじゃない、何人も

やるんですから、だからもうなるべくわかんないように、…………

(えらいです、博多弁やけんそれが、しかも、目立っちゃうといけなかわけやなか、なん人もやるんやろから、やけん、もうなるべく

わかんなかように)

めぐみ:それでもわかっちゃうかもしれない、

徹 子:そうなんですよ、だからその方言をどんどん勉強して三箇所、四箇所って一回の放送のな

かにありましたから、そういうのをみんなやって、なんとなくスタジオにも慣れ、

めぐみ:そうですねぇ。
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徹 子:いろんな事ね。

めぐみ:うん、だから、その、そういうところで、たとえば、方言を学べたりとか、私もそのガヤガヤの

なかの、何だあの犬、だったりしたんですけど、印象的なのが、妊婦の役っていうのがあったんで

すよ、生まれるーって……で、私、妊婦さんを実際見た経験はあるんですけど、取り上げるときに

は一緒にいったことがあるんですけど、学校で……産んだ経験はまだ無いので、どんな痛いんだ

ろうとか、そういう小さな役でも、あの、どんなこと考えるんだろうとか、どんだけ痛いんだろうとか、

なんかやっぱり………

徹 子:妊婦B?

めぐみ:妊婦Bじゃない、一人だったんですけど、

徹 子:じゃあ、妊婦、

めぐみ:苦しくて主人公の男の人が、これから面接に行かなきゃいけないのに、お願いです、助け

て下さい、その人面接にいけなくなっちゃうって、エピソードの時の、

徹 子:じゃあ、割と重要な、一言でも重要な、

めぐみ:そうですね、で、ずっとハーハーハーハー言ってて、なんか、

徹 子:ねぇそれで、あのぅまたそれがもしうまくいかなければみんなからちょっとそこんとこであな

たちょっと変ですから、とか言われちゃうわけでしょ、

めぐみ:うーん。でも、ベテランさんのなかで、そんな一言でミスるわけにもいかず、緊張しつつ…

…

徹 子:そうですよね、それからオーディションやるっていって、この役で受かるんだと思うと、全然

別の役になったりも随分なさったんですね、

めぐみ:そうーですねぇ、さっき言いましたバカボン、なんですけど、

徹 子:天才バカボン、

めぐみ:天才バカボン、平成天才バカボン、の時、はじめちゃんもうけてたんで、受かりましたって、

来たとき、あ、はじめちゃんだなって思ってたら、台本見たらバカボンって書いてあったり、バカボ

ンも受けてたんですけど、いやまさかっていう……あと、らんま1/2っていう作品がありまして、

徹 子:らんま1/2、

めぐみ:ええ、これは水をかぶると男の子になっちゃったり、女の子になっちゃったり、っていう、男

の、一人の子が男になったり女になったりするっていうアニメだったんですけど、で、それで私はヒ

ロインの女の子を受けてたにもかかわらず、かぶって、水をかぶって女の子になっちゃうほうのら

んま……ヒロインは受けてたんですけど、ふたを開けてみたららんまだった、

徹 子:で、それは受かりましったっていうと、じゃあ、あの役が受かったんだなと思って……

めぐみ:うちで勉強して、漫画・単行本読んで勉強して、で、いざ台本見てみると、あれぇ?らんま

だ。って、そういうこともありましたね。

徹 子:まあ、そういうことはね、あるでしょうねぇ。そういうご苦労は、もうそれでほんと食べられるか

何をして食べられるかどうかっていうことだけれども、その、いい暮らしね、みんなが思ってるよう

な、洋服をいっぱい買ったりとかね、なんかハンドバック買ったりとか、そういうような生活はそうは

望めない……

めぐみ:ねぇ………それを望むんだったら別のお仕事を……

徹 子:だからそういうものですか……

めぐみ:と思いますねぇ。
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徹 子:うーん。

めぐみ:まあ、芝居が好きとか、食べれる食べれないの前に、演じることが好きとか、だからたぶん、

わたしはあんまり自分で苦労をしたって気が、あ、もちろん、昔の方に比べたら無いのかもしれな

いんですけど、要するに、あの、例えば寒いとこでつりしている人に、もう、そんなとこで寒くて大変

でしょうっていっても、その人は楽しかったり、山、あんな山をなぜ登る、その人は楽しいっていう、

人から見たら苦労なんだけど、本人はあまり苦労だと思うようなことが、無かったかな……

徹 子:で、そのためにはなんでも苦労できるっていう、他の苦労ね、例えば他の女の子達が洋服

バンバン買ってるときになにも買えなくてもそれはまあいいじゃないか……

めぐみ:そうですね、別に苦じゃないし……

徹 子:ま、そういうご覚悟があればっていうことも一つありますよね、このお仕事選ぶのにはね。

めぐみ:そうですね。

《-----CM-----03》

徹 子:林原めぐぅみさ………

めぐみ:アハハハハ………

徹 子:失礼いたしました

めぐみ:めぐみどえーす!

徹 子:林原めぐ……みさんはですね、あのぅ、そういうアニメの声だけではなくて、ラジオ、三本

やってらっしゃる、

めぐみ:ええ、はい。

徹 子:ええ、で、まあそこでいろんなお話もなさるんでしょうけど、またみなさんから週に千通か二

千通のお手紙、すごい数ですよね。もうせいぜい………の数ですよねぇ。

めぐみ:ありがたいことですねぇ。そうですね。

徹 子:どういうことが多いんですか?

めぐみ:いちおうその、コーナーとかがあるので、まあ、お笑いネタとか、こんな事があったとか、ま

あ、例えばまあ、ながい、北海道ではもう雪が降ってるけどまだまだだったり、こっちでは桜が咲い

たり、そういう季節の便りもあるんですけど、ま、基本的にそのコーナー宛のお便りが、まあ、もちろ

ん90%なんですけど、時々やっぱり、ものすごく深刻なものを、なぜあの、いっかいのDJにこういうこ

とをうち明けるんだろうっていうこととか、時々舞い込むんですよ。で、親にもいえなかったり、友達

にもいえなかったり、っていうことを、こう、便箋でしたためられたり、で、そういうときにやっぱり、痛

いですね。

徹 子:うーん。で、そういう人達の大きな悩みが多いのがなんでしょ?

めぐみ:やっぱり、あのー、さっきもちょっといったんですけど、あの、もちろん、理解してもらえな

い、っていう……

徹 子:人から理解してもらえない、うーん。

めぐみ:そんときに無駄だよっていう言葉で片づけられちゃうらしいんですよね。で、そのお父さん・

お母さんにいっても、本気にしてもらえなかったり、でー、あのう、会話がないとか、うーん、で、も

ちろん、いじめの問題のことも、いじめられてるとか、例えば登校拒否なり、で、登校拒否から立ち

直って、今いけてるとか、で、いろんな痛いお便りが、届くんですけど、あのたぶん、ご両親が挑戦

してこなかったことを、子どもが挑戦しようと思うときに、ご両親も怖いんだと思うんですよね。だから

できれば安全な道を行かせてあげようって、思うんだろうけど、そういう思いやりっていうか、優しさ
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が、逆にすごく子供さんを閉じこめてるっていう……

徹 子:そりゃ、ありますね。

めぐみ:無駄って言われないで、もっとなんか話して欲しいなぁってすごく思いますね。

徹 子:まあ、親としてみるとまあそれは危険な方角だし、それから、あのぅ、ほんとにやったら出来

ないかもしれないかもしれないんだしとか、いろんなことね。親がご自分の経験からおっしゃっちゃ

うと思うんだけど……

めぐみ:私もちょっと学校行きたくなくなっちゃった時期があったんですよ。

徹 子:看護学校?

めぐみ:いえ、小学校かな、

徹 子:小学校の時……

めぐみ:ええ、の時に。で、その時に、あの、うちの親あんまりいけいけ言わなかったんですよ。学

校に…。…で、もう行くのいやで行ったふりして二階で布団でこうやって寝てたりとかした日に限っ

て、母親が布団干しに来て、何やってんのあんたって言われたりとか、したんですけど、強制的に

こうしろ、ああしろって、多分言われた記憶があまりないんで、で、まあ、ちょっといじめられつつ、

ちょっと教室で一人になっちゃったりとかしたときもあったんですけど、やっぱりそんときに両親が

話をしてくれたんですよ。そんなら一人でいい……

徹 子:あぁそう。

めぐみ:全然いいだろう、っていう、そんなあの、トイレに行きたい、トイレフレンドって言うんですけ

ど、ちょっとトイレ一緒に行こうよ、おべんとう一緒に食べようよ、それだけの友達ならいらん、って

いう、父が、言ってて、で、なんか帰れる場所が自分のなかであったような気がして、

徹 子:やっぱり家庭って言うのは大事なんですね。

めぐみ:だから、見方、無条件な見方な気持ちになれる、場所、が、おうちに多分今思えば私には

あったのかもしれないかな………で、それを多分、時々そのラジオパーソナリティーに求めてくる

のかなっていう気がするんですよね。

徹 子:じゃあほんとに自分を理解してくれる人がいる、私なんかはまあ、『窓際のトットちゃん』っ

て書いた、もうただ一人のそれなんですね、校長先生が私を理解して下さったって、

めぐみ:一人でも、

徹 子:一人で、たった一人でいいって私はいつも言ってるんですけど、それ理解してくれる人が

いればいい、そうですね、あと自分の事をほんとに愛してくれる人がいれば、いい、そういうことで

すよね。《ひまわり》

めぐみ:そうですよね。

《-----CM-----04》

徹 子:あ、ごめんなさい、なりたいなりたいって、

めぐみ:あ、あ、っていうか理解してくれないくれないって思ってないで、まああの、もちろん、理解

してくれる人が一人、さっきおっしゃったようにいれば、いいんだけど、あの、それをこう理解しても

らうにはどうしたらいいんだろうなっていう事を考えていると、あのう、すぐには現れなくても必ず絶

対近くに現れると思うので、誰もわかってくれないって閉じないで、欲しいなっていう事、子どもた

ちには思いますけど。

徹 子:で、アニメの声やってらっしゃるのは楽しいですか?

めぐみ:楽しいですね。
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徹 子:あ、そーう。

めぐみ:うーん。私は本当に声の仕事が好きなんだなぁっていつも思います。

徹 子:ああそう。じゃあ、看護婦さんの仕事一応まあ、やめたわけですけど、

めぐみ:そうですね、

徹 子:看護婦さんのお仕事は今でも役に立っていて、随分いろんな所いらっしゃるときに、子供

と一緒になんか、イベントとか色々あるでしょう、子ども。そういうときに子どもの具合が悪い時に、

ちょっと看護婦さん………

めぐみ:アハハハ………そんなことありました。

徹 子:そうですってね、元看護婦さん。

めぐみ:ええ。なんかあの倒れちゃったり、会場で倒れてしまった、お子さんがいらっしゃって、で、

ひきつけを起こしちゃって、で、当然その会場に医師・看護婦はいないので、ちょっと……って呼

ばれてなんか、しっかりメイクして、すっかり衣装着て、なんか客の所に、づかづか出てって、脈取

ったりとかしちゃって、何してるんだろうって感じでしたけど。

徹 子:そうですか。

めぐみ:そんなこともありました。

徹 子:ですからまあ、ほんとにあの、役に立つことはあるでしょう。お勉強をなさった、人間観察

だけでなしにね。

めぐみ:ありますねぇ。そうですねぇ。

徹 子:まあ、そういういろんな体験をなさるって言うのは、素晴らしいと思うんだけど、それからま

た世界のアニメのなんて言うんでしょうね、こう……

めぐみ:ああ、アニメアメリカって言いまして、あの、アメリカの一年に一度くらい、日本、ジャパニメ

ーションって、日本のアニメーションに興味を持ってる、あの、外国人の方が集まって、ホテル一

つもうドンと貸し切って、コンベーションを開かれるんですよ。

徹 子:へぇ。

めぐみ:で、まあ、一応、字幕、日本の声で、あの、字幕で見るのがどうやらステイタスらしく、え、そ

んなところに、

徹 子:ああ、向こうの声で入れちゃわないでね、

めぐみ:ええ、そんなとこにもちょっと………向こうの方は明るいですね。びっくりしたのが、イヤー、

アイムオターク!とかいって、オタークオターク、ワハハ、とかっていってたりして、

徹 子:もうオタクなんて言葉はむこうで出来ちゃってるの?

めぐみ:もうそんな風に、言うとは。って言う感じで。すごく楽しげに。

徹 子:アイムオタク、ウフフ。

めぐみ:オターク、っていって。

徹 子:日本だとほら、オタクなんですってねって……

めぐみ:いいイメージがあまりないですけどね、日本の方も……

徹 子:だからむこうはアニメが好きで、日本のアニメをずっと見ているからオタクだって言うわけな

の?

めぐみ:どうなんでしょうね。

徹 子:アイムオタクって言ってるの。

めぐみ:ええ、いい意味に使っているようですね。日本もそうだといいんですけどね。



- 16 -

徹 子:ええ。そこでは向こうのアニメとかは見ないの?

めぐみ:あぁ、そこでは見ないです。そのホテルでは。

徹 子:ああそうなんですか、その日本のアニメを見るっていうのでコンベンションみたいなもの

が、ある、

めぐみ:ええ、一つの文化として……ありがたい、うれしいことですね、その、

徹 子:だって、あなたのいかにその……なんですか、エヴァンゲリオン、の、あなたの、

めぐみ:綾波とか、

徹 子:綾波が人気があるかって事があなたの綾波レイの等身人形も売っているんですっ?

めぐみ:そうですって。びっくりしました。

徹 子:ねえ。

めぐみ:なんかびっくりしましたって他人事なんですけど、まあ、ちょっとキャラと自分とはまた違う、

距離がありますから、

徹 子:なるほど、あなたの等身人形じゃなくて、

めぐみ:それはないです、ハハハハハ。

徹 子:綾波レイの等身人形だからって事もあるんでしょうけどね、でもこれからまたね、みなさん

……

めぐみ:時間が………

徹 子:もう時間でしたね。また……

めぐみ:また、

徹 子:ほんとありがとう。

めぐみ:ありがと………

《-----CM-----05》

徹 子:そう屋久島にいらっしゃったんですってね。

めぐみ:ええ、そうなんです。

徹 子:写真が……ああ、これすごい。

めぐみ:切り株です。すごいです。

徹 子:これはあなたの何かアルバムのなんか表紙、

めぐみ:これはポスターなんですけども、

徹 子:ポスター、

めぐみ:表紙はまた別に、

徹 子:樹の切り株?

めぐみ:そうです。こんなに大きいのが。もしほんと機会があったら、ぜひ命のせんたくに屋久島

へ、行って下さい。いいとこです。

終わり。最後に「めぐなび」


